

































































































































た。在籍している子どもの保護者に研究目的、方法、個人情 仮名 性別 入所時期
報保護、本人意思の尊重、研究協力の有無による利益、不利 あい 女児 1歳児から
益はないことなどを文章で説明し、研究協力の同意を得た。 だい 男児 1歳児から
対象児：小規模保育に普段通っている2歳児6名(男児3名、 まさ 男児 1歳児から
女児3名)であった。それぞれの入所時期は次の みく 女児 2歳児4月


























































































































































































































































































































































































































































幸艮告書 http://www.soumu.go.jp/main contentZ000452634.pdf p 123,124 2017/5/22 アクセス
13) 社会保障審議会児童部会保育専門委員会2016保育所保育指針の改定に関する中間とりまとめ

























23) 中島弄子2006子どもの提示的呼びかけについての一考察(3):保育所1• 2歳児クラスの二人の子ども 
の事例をもとに 西南女学院大学紀要10
http7/ci.nii.ac.jp/els/contentsll0004866400.pdf?id=ARTOOO8051083
24) これは2017年5月の出来事であり、まだかなとはるは在籍していない為、2歳児クラスは全員であい,ま
さ、だい、みくの4名である。
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